
かつての病院薬剤師の業

務は外来患者の調剤が主体

だった。調剤室に閉じこも

って、調剤業務を繰り返す

のが日常の姿。当時の病院

薬剤師に求められた役割の

１つは「いかに間違えるこ

となく、正確に調剤を行う

か」であった。

調剤室に閉じこもりがち

だった病院薬剤師が、病棟

に進出し、より患者に近い

位置で仕事をするきっかけ

となったのは、1988年に診療報酬で入院調剤

技術基本料（100点）が新設されたことだ。

病棟で服薬指導などを行えば月１回1000円を

算定できるようになった。病院薬剤師の病棟

活動が、報酬の得られる“業務”として評価

されたのである。

「100点業務」と呼ばれたこの業務はその

後、薬剤管理指導業務へと名称を変え、点数

も段階的に増額されてきた。現在は、入院患

者１人あたり、１回350点を月４回、最大で

１カ月に１万4000円を算定できるまでになっ

ている。

診療報酬上での評価というバックボーンを

得て、病棟における病院薬剤師の活動は次第

に定着していった。当初は、入院患者を訪問

し服薬指導を行うことが活動の主体だった

が、病棟での薬剤師の居場所が形作られてい

く中で、医師や看護師など他の医療スタッフ

から、薬に関する様々な依頼や相談がもたら

されるようになった。それに応える形で活動

の幅が広がった。

病院薬剤師の患者に対する姿勢も変化し

た。副作用の発現チェックなど医薬品の適正

使用の観点から活動を行い、単なる服薬指導

だけで終わらせず、薬剤師の視点から様々な

問題を見つけ出しそれを解決する方向へと発

展していった。病院によっては、薬剤師が病

棟にいるのがごく当たり前になった。各病棟

に１人ずつ薬剤師を常駐させる病院が、今で

は各地に見られる。

一方、患者を中心に据え

て多職種が連携しながら医

療を行う「チーム医療」の

進展も、病院薬剤師の臨床

での活動を後押しした。院

内感染対策チーム（ＩＣ

Ｔ）、栄養支援チーム（Ｎ

ＳＴ）など種々のチームが

各病院で稼働し、癌、褥瘡

などの分野でもチームが組

まれている。

チーム医療の進展に伴

い、高度な専門知識や技術

が各医療職種に求められるようになった。こ

れを受けて日本病院薬剤師会は、専門薬剤師

の認定制度を立ち上げた。

１月以降、感染制御専門薬剤師、がん専門

薬剤師の認定試験が相次いで実施される。こ

のほか、精神・神経疾患、ＨＩＶ感染症、高

齢者、小児、核医学（ＰＥＴ）などの分野で、

専門薬剤師の認定が計画されている。栄養、

糖尿病分野では他団体による専門性の認定が

あり、褥瘡分野においても今後、日本褥瘡学

会による認定が立ち上がる見込みだ。

病棟における活動の推進や、専門性の向上

を踏まえ、病院薬剤師が職能を発揮できる機

会は今まで以上に増すものと思われる。病院

によって取り組みに大きな差があることや、

個々の薬剤師間でもその熱意に温度差がある

ことなどが課題だが、総じて言えば、米国の

クリニカルファーマシストのような活動を展

開できる舞台が、次第に整いつつあると見て

いいだろう。
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病院薬剤師の仕事は、この

十数年間で劇的な変化を遂げ

た。医薬分業の進展に伴って、

かつては仕事の大部分を占め

ていた外来患者の調剤業務

が、病院薬剤師の手を離れた。

その浮いたマンパワーや時間

を、病棟での業務に費やせる

ようになってきたのだ。入院

患者への服薬指導だけでな

く、医師への処方提案、副作

用の監視など様々な役割を果

たし、チーム医療の一員とし

て認められつつあるところ

だ。まだ米国のクリニカルフ

ァーマシストには及ばない点

はあるにしろ、その距離は確

実に縮まってきたといえる。

薬学教育６年制などの追い風

を受け、この動きはさらに加

速することだろう。
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このように業務の質の向

上を果たした病院薬剤師だ

が、その待遇は恵まれてい

るとはいえないのが現状

だ。特に、薬局薬剤師との

初任給の格差は大きい。ま

た、病院内の他職種と比較

しても、若いうちは様々な

手当が付く看護師の方が待

遇は上という話もよく耳に

する。実際、病院薬剤師を

辞めて、薬局薬剤師に転身

するケースは少なくない。

病院薬剤師の待遇は、薬剤師資格を持つ国

家公務員の給料が基準になる。薬学教育６年

制を機会にその改善を図ろうという声は多い

が、公務員全体に逆風が吹く中、その実現は

今のところ厳しそうだ。

今後、医療費の抑制や病床数の減少が政策

的に進められる中で、生き残りに向けた病院

間の競争は激化すると見られる。どの病院も

得意分野を設定し、特徴を出そうと必死だ。

競争に勝つため、病院経営に民間企業のノウ

ハウが持ち込まれている。それは人事評価に

も及ぶだろう。そう遠くない将来に、能力の

ある病院薬剤師は高い報酬を得られる仕組み

になるかもしれない。それが現実のものとな

ることを期待したい。
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医師への処方提案など
チーム医療の一員に


